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第４回江別市食育推進計画策定委員会 会議録（要点筆記） 

 

日  時：令和６年２月８日（木）１８時３０分～１８時５０分 

場  所：江別市役所第二別館１階会議室２号 

出席委員：小林委員長、星野副委員長、八巻委員、野内委員、 

佐藤（倫）委員、佐藤（盛）委員、今林委員、布施委員、 

齋藤委員（計９名） 

欠席委員：尾澤委員、中村委員（２名） 

事 務 局：福島経済部長、渡部経済部次長、佐野農業振興課長、川合農政係長、 

竹内主事（計５名） 

 

１ 開 会 

 

２ 第４次江別市食育推進計画素案について 

【小林委員長】 

次第の１「第４次江別市食育推進計画案について」、事務局より説明願う。 

【事務局】 

第４次江別市食育推進計画素案をご覧いただきたい。前回の委員会で協議した内容

のうち、健康推進室及び環境課所管の内容において、一部修正している。 

１３ページの健康推進室所管部分のうち、文章中に記載の改善傾向の見られた項目

を全て記載するため、「塩分を控えよう」の項目を追記した。また、ページ下段の

目標指標の表について、「高度・中等度肥満傾向児の割合」の基準値の誤りを修正

した。実績値の該当年度について、「肥満の人の割合」、「１日の推定野菜摂取

量」、「１日の推定食塩量」の３点は、令和５年度実施の指標であることから、表

下部に注釈を追記した。 

２９ページの環境課所管部分のうち、文章は買い物ゲームに特化した内容のため、

掲載していた写真はごみ減量体験講座の写真ではあったが、買い物ゲームの実施写

真に変更した。 

【小林委員長】 

何か質問はあるか。 

【今林委員】 

  説明の箇所と異なるが、７ページの「野菜摂取量の平均値」について、凡例がない

が、白及びグレーの部分はそれぞれどのような内容か。 

【小林委員長】 

  白い部分が緑黄色野菜、グレーの部分がその他の野菜だが、国の示した指標で変更

不可と考えられることから、表示については確認してほしい。 

【事務局】 

  前回の策定委員会の時点では、凡例を掲載していたが、調整をする中で、グラフの

表題の後に隠れてしまったものと考えられる。凡例を掲載する形で修正する。 

【小林委員長】 

  ２９ページの説明部分について、スペースが多く感じられるため、調整してほしい。 

【事務局】 

  レイアウトを調整し、対応する。 
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【小林委員長】 

  続いて、１２月に実施されたパブリックコメントの結果報告について、事務局より

説明願う。 

【事務局】 

  「第４次江別市食育推進計画（案）に対する市民意見募集の結果と市の考え方」と

記載の資料をご覧いただきたい。 

  パブリックコメントの募集期間は昨年１２月４日から本年１月５日までの約１か月

間で、１名の方から１件の意見が提出された。 

  ご意見の内容及び市の考え方については、記載のとおりである。意見の反映状況に

ついては、「Ｃ 案に反映していないが、今後の参考等とするもの」とした。テー

ブルマナーについては、国や北海道の食育計画に記載がなく、教養の分野であると

いう判断から、「食育の推進に直接関係するものではありませんが、」という表現

とした。また、国は「共食の推奨」を掲げているが、当市の計画においても、計画

案１６ページに記載のとおり、「家族や仲間と楽しく食事をしましょう」という目

標を掲げている。共食は、子どもたちが基本的な食事のマナーを習得する機会でも

あることから、意見に対する考え方の区分は、「Ｄ 案に反映しないもの」ではな

く、今後の事業展開に当たり参考意見という位置づけとなる「Ｃ」とした。 

  最後に、今後のスケジュールについて、２月１３日に江別市議会経済建設常任委員

会にてパブリックコメントの実施結果を報告後、市ＨＰ等で公表し、３月に計画を

確定する。 

【小林委員長】 

  マナーは重要だが教養の面が大きい。ご意見の意図を鑑み、共食に着目した市の意

見については問題ないと考える。 

  以上で今回の議事を終了する。それでは、当委員会における第４次江別市食育推進

計画の最終案を決定してよろしいか。 

【各委員】 

  異議なし 

【小林委員長】 

  それでは、これを以って最終案とさせていただく。 

  最後に事務局から連絡事項等あるか。 

【福島経済部長】 

  策定委員会のみなさまにおいては、ご多忙のところ、計４回に渡ってご議論、ご意

見を賜り、事務局を代表して感謝申し上げる。 

  今回の計画は、前回に引き続き、ライフステージ別に、各分野が関係者、団体等と

連携を図りながら、食育活動を推進していくための方向性を示す、より良い計画に

なったものと思う。当然、作って終わりではなく、いかに活用するかが重要であり、

計画の基本理念である「市民一人一人が、いつまでも健康で豊かに暮らす「健康都

市えべつ」の実現」を目指し、計画に沿った取組を進めていく。委員のみなさまに

は、今後も、江別市の食育推進にお力添えをいただきたく、お願い申し上げ、お礼

のあいさつとさせていただく。 

【星野副委員長】 

  個人的に発言の機会は少なかったが、素晴らしい計画に携わることが出来て喜ばし

く思う。今後も、自分の立場としては食生活の改善に向けて食育に役立つよう取り

組んでいきたいと思う。 

【小林委員長】 

  かなり活発な意見があり、多くの考え方に触れ勉強させていただいた。今後、この
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計画がどのように進行するか見守りたい。また、皆様と協力し活動できればうれし

く思う。 

 

３ 閉 会 

【小林委員長】 

  これで第４回江別市食育推進計画策定委員会を終了する。４回に渡る熱心なご議論

に感謝する。 

 

以上 


